
 

酒田市こども計画骨子（案） 

■計画策定の趣旨 すべてのこども・若者、子育て世帯が身体的・精神的・社会的に幸せな状態（ウェルビーイング）で生活を送ることができる酒田市の実現を目指す。 

■計画の位置づけ ①こども基本法に基づく市町村こども計画 ②子ども・子育て支援法に基づく市町村子ども・子育て支援事業計画 ③次世代育成支援対策推進法に基づく市町村行動計画 

④こどもの貧困解消に向けた対策推進法に基づく市町村計画 ⑤子ども・若者育成支援推進法に基づく市町村子ども・若者計画 

■計画期間      令和７年度から１１年度までの５年間 

【国の動向】 

・こども政策を強力に推進していくための司令塔となる「こども家庭庁」を設置（令和５年４月） 

・こども施策を社会全体で総合的かつ強力に推進していくための包括的な法律「こども基本法」が施行（令和５年４月） 

・こども政策の基本的方針を定めた「こども大綱」及び少子化対策を具体化した「こども未来戦略」を策定（令和５年 12月） 

【山形県の動向】 

・「子育てするなら山形県」推進本部会議において山形県こども計画（仮称）の骨子を決定（令和６年９月）

 

【こども・若者、子育て世帯を取り巻く本市の現状と課題】 

◆少子化の進行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆未婚化の進行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～現計画からの変更点～ 

・「すべての子どもと家庭への支援の視点」を統合 

・「地域特性の視点」を（５）に統合 

・「支援する側の人材育成の視点」を統合 

【重視する視点】 

(1)こどもの幸せを実現する視点   

(2)未来の社会の担い手育成の視点 

(3)保護者に寄り添う視点 

(4)仕事と生活の調和の実現の視点 

(５)地域社会全体による支援の視点 

【２つの目標】 ～現計画から継続～ 

〇生きる力と豊かな心で たくましく未来をつくる酒田のこども・若者 

〇家庭 地域 社会 みんなで支え育むまち酒田 

【施策の方向性（基本施策）】 ※<>内の数値は現計画の具体的施策数 

１ こどもの心身の健やかな成長のための環境づくり≪113≫ ～現計画の基本施策４・７～ 

（１）こどもの生きる力の育成<60> 

（２）配慮を必要とするこどもへのきめ細かな支援<34> 

（３）こどもの貧困対策の推進<19> 
 

２ 次代を担う若者を支援する環境づくり≪17≫  ～現計画の基本施策２～ 

（１）若者の暮らしの希望がかなう環境づくり<17> 

（２）若者の移住・定住の促進<新規> 
 

３ 子育て世帯の健康を守る環境づくり≪51≫ ～現計画の基本施策３～ 

（１）安心して妊娠、出産できる体制の整備<34> 

（２）親子の健康の増進<17> 
 

４ 子育てしやすい環境づくり≪36≫ ～現計画の基本施策５・６～ 

（１）子育て世帯にやさしく安全な生活環境の整備<27> 

（２）仕事と子育ての両立に向けた多様な働き方の実現<9> 
 

５ 地域で子育てを支援する環境づくり≪51≫ ～現計画の基本施策１～ 

（１）地域における子育て支援の充実<37> 

（２）こどもと保護者の居場所づくりの推進<14> 

人口動態は平成 18年以降（H23年除く）1,000人以上の

減少が続き、令和５年は自然減が約９割を占め出生数の減少

と死亡数の増加による自然減が大きな課題となっています。 

平成17年 平成22年 平成27年 令和２年

25～29 49.8 50.5 56.7 60.5

30～34 25.6 29.7 30.2 35.6

35～39 13.9 18.6 20.4 22.7

40～44 8.4 13.6 16.7 18.7

45～49 5.2 9.0 13.4 16.1
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年代別未婚率（女性）

年代別未婚率は男女ともに 25～49 歳までのすべての年

齢層で割合が上昇しています。また、生涯未婚率について、市

の数値はありませんが、山形県全体では男性 26.2％、女性

13.5％（令和 2年国勢調査）で上昇傾向となっています。 

◆女性就業率の上昇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆通園児割合の上昇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出産・育児を機にいったん離職することを示す 30 代の就

業率低下は依然として見られるものの、20 歳以上（59 歳以

下）の女性はどの年代においても８割以上が就業しており、夫

婦共働き率の高さにも反映されていることがうかがえます。 

0 歳児の通園児割合は減少の傾向、１歳・２歳児は増加傾向

にあり、今後も低年齢児の通園割合は高い割合で推移してい

くと見込まれます。施設区分では、47％が認可保育所、35％

が認定こども園 、2％が認可外保育所に通園しています。 

【基本理念】 ～第３段落を更新～ 
こどもは社会の希望であり、未来の社会を創る力です。そして、家庭は、こどもがその後の人生を歩んでいく

上での生きる力や人格形成の基礎を築く出発点であり、原点です。 
すべてのこどもたちの健やかな育ちを保障し、子育て支援や人口減少対策を推進していくことは、こどもや保

護者が幸せを感じる社会の実現につながることはもとより、将来の社会の担い手育成の基礎をなす重要な投資
であり、社会や地域全体の目標であり、共通の課題です。 
このことを踏まえ、すべてのこども・若者、子育て世帯が身体的・精神的・社会的に幸せな状態（ウェ

ルビーイング）で生活を送ることができる酒田市の実現を目指します。 
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